
京丹後市の持続可能な観光振興に向けた財源確保に関するアンケート 

 

 日頃より観光振興にご尽力いただき、誠にありがとうございます。 

全国的な観光地間競争が激化する中、当市が将来にわたって選ばれ続けるためには、観光地として

の魅力を磨き上げ、環境を維持し続けるための「新たな投資」が不可欠です。今、私たちは、限られた予

算の中でどのように観光資源を守り、持続可能な地域づくりを進めるべきか、その財源のあり方をゼロ

ベースで検討しております。 

つきましては、本市の観光の第一線でご活躍の皆さまのご意見を伺い、今後の政策検討の参考にさ

せていただきたく存じます。皆さまの率直なお考えをお聞かせいただけますと幸いです。 

 

● 貴施設の属性 

Ｑ１．業態について 

   □ 旅館  ／  □ ホテル  ／ □ 民泊  ／ □ その他（        ） 

 

Ｑ２．客室数について 

   □ １０室未満   ／ □ １０～１９室  ／ □ ２０～２９室  ／ □ ３０室以上 

 

Ｑ３．既存の入湯税の徴収について 

   □ 徴収している  ／ □ 徴収していない 

 

● 観光財源の使い道 

Ｑ４．京丹後市の観光地としての魅力向上のため、財源を投資すべき分野はどこだと思いますか。 

（最大 3つまで選択） 

   □ 公衆トイレの整備 ／ □ 道路等のインフラ整備 ／ □ 公共交通機関の利便性向上 

□ 観光資源（歴史・文化）の保全・活用  ／ □ 観光プロモーション 

□ 観光のデジタル化（Wi-Fi、多言語案内、キャッシュレス化等） ／ □ 人材育成、サービス向上 

□ 各種補助金の創設 ／ □ 防災・避難体制の強化 

 

● 財源確保の手法 

Ｑ５．観光財源としてどのような手法が望ましいですか。（複数回答可） 

   □ 宿泊税の導入※１  ／ □ 入湯税の増税※２  ／ □ 寄附金（ふるさと納税の活用）※3 

   □ 公共施設使用料等の値上げ（温泉、キャンプ場など）※4  ／ □ 一般財源の見直し（重点配分） 

   □ 財源確保の必要はない  ／ □ その他（                               ） 

    ※１ 宿泊税は法定外課税で、使途は各自治体で検討が可能である。 

    ※２ 入湯税は法定目的税で、その使途は地方税法により限定されている。 

    ※３ ふるさと納税は寄附者の意向もあり、明確な「観光財源」として確保できるものではない。 

    ※４ 公共施設の使用料値上げは、基本的にその施設の運営のための財源となる。 

（あてはまるものに「☑」を付けてください。） 

資料３ 



Ｑ６．（Ｑ５で「宿泊税」を選ばなかった方にお聞きします。）宿泊税の導入で懸念される点は何ですか。 

（複数回答可） 

□ 宿泊料金の値上げによる客離れ  ／ □ 徴収等の事務負担  ／ □ 入湯税との二重負担感 

□ 使途の不透明さ  ／ □ 新たな税導入への抵抗感  ／ □その他（                ） 

 

● 宿泊税の詳細検討（仮に導入する場合） 

Ｑ７．課税方式として適切な方法だと思う方式と、適切だと思う金額（税率）を教えてください。 

   □ 定額制 （       円 ～        円程度） 例：（  ２００円 ～  ５００円程度） 

   □ 定率制 （       ％程度）             例：（  ３％程度）  

   □ その他 （                              ） 

 

Ｑ８．宿泊税の導入する際、最も重視すべき「配慮事項」は何ですか。（最大２つまで選択） 

   □ 宿泊事業者にとっての徴収・納付事務の簡素化  ／ □ 宿泊者に対する周知・広報 

   □ 宿泊料金に対する税額の割合  ／ □ 入湯税との二重負担感の解消（合計額の調整等） 

   □ 使い道の明確化と成果の定期的な公表 

   □ その他（                                                  ） 

 

Ｑ９．事務手続き上の懸念に対し、どのような支援があれば導入が可能と考えられますか。（複数回答） 

   □ 電子納付等、web 上での申告や納付  ／ □ 予約サイト側での自動徴収（宿泊料金に含める） 

   □ 徴収・納付に係る経費（人件費やシステム利用料）への補助や還付制度 

   □ 宿泊者への告知用ツール（案内プレート、多言語案内、チラシ等）の無償提供 

   □ 事務手続き等に関する個別相談窓口  ／ □ トラブル対応マニュアルやQ＆Aの作成・配付 

   □ 事務負担がある限り、どのような支援があっても対応できない 

   □ その他（                                                      ） 

 

● 自由記述 

Ｑ１０．市の観光振興について、または今回の財源検討に対するご意見を自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ありがとうございました。 

 

京丹後市商工観光部観光振興課 

電話：0772-69-0450 

QR コードか

らご回答いた

だけます 

QR 


